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（１）浜松市スタートアップ戦略（第２期）の進捗報告

浜松市スタートアップ戦略（第２期） 【令和７年４月策定】

戦略では、KPIとして「浜松生まれ」「浜松育ち」「地域と共に育つ」の３つの
視点による指標を設定。
KPIの基準値は、民間のスタートアップ情報収集プラットフォーム「スピーダ」
を使用し、令和6年9月30日時点の数値から算出した。

その後、戦略の始期である令和7年4月までの間に、運営会社におい
て掲載基準の見直しが行われ、浜松本社のスタートアップ数が変更
されていたことが判明した。

基準値について、当時の状況を正確に表している令和7年3月31日時
点の数値に変更するとともに、目標値についても、基準値の２倍と
した当初の考えに基づき改める。

３つの視点 指標

過去値
（2018.10）

基準値
（2024.10)

→（2025.3）
当初

実績
(2026.３)

目標数値
（2030.3）

浜松生まれ 浜松本社のスタートアップ
数

45
社

84
→ 68 社

76
社

168
→  136 社

浜松育ち

浜松本社のスタートアップ
の資金調達総額

18.3
億円

72.5
→ 70.0 億円

90.3
億円

145
→ 140 億円

浜松本社のスタートアッ
プの評価額100億円以上
のスタートアップ総数
又は 上場・M＆Aなどの
EXIT総数

0
社

２
社

２
社

7
社

地域と共に
育つ

市内地域企業等と全国のス
タートアップとのマッチン
グ総数（連携プロジェクト
組成数）

ー 新規 13
件

100
件
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２ 進捗報告について

（２）浜松市におけるスタートアップ施策の
令和８年度の取り組み

レイター

次世代スタート
アップ育成事業

スタートアップ成⾧支援事業

浜松発スタートアップ創出支援事業

ベンチャーデット活用事業

ミドル次世代人材 起業前 シード アーリー

浜松地域スタートアップ連携促進事業

市内スタートアップ海外連携・進出支援事業
スタートアップ・エコシステムグローバル化推進事業

浜松市スタートアップ支援主要施策 マッピング

舞阪サテライトオフィス・天竜トライアルオフィス
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3



● 次世代スタートアップ育成事業 （2023(令和5)年度～）
次世代人材（高校生、大学生、大学院生、専門学校生）が集まるコミュニティを形成し、浜松地域の次世代
を担うスタートアップ経営者やアントレプレナーシップに満ちた人材等を育成する。

（1）Doer Tribe Hamamatsu（ドゥア・トライブ・ハママツ）
次世代のスタートアップ経営者やアントレプレナーシップに満ちた人材の
輩出を目指す学生のためのアントレプレナーシップ醸成コミュニティ

・ コミュニティの醸成
セミナー等のコミュニティ形成に資する集客イベント

・ 次世代人材育成プログラム
ワークショップ、セミナーなどを通じ、スタートアップ起業を体感し、
大学生・高校生など浜松市でスタートアップ人材（CEO、CTO等）を目指す
次世代人材の発掘及び人材育成を行う。

（2）Startup Cross Hamamatsu
・ザザシティ浜松中央館4階「はままつトライアルオフィス」の機能を一部変更
・Doer Tribe Hamamatsuの拠点として活用

（２）浜松市におけるスタートアップ施策の令和８年度の取り組み

●浜松発スタートアップ創出支援事業
（2026(令和８)年度～）
本市産業と親和性の高い「ものづくり／ディープテック」分野の技術・ビジネススキルを持つ突出した人材の本市への進出
（調査・探索）と定着（PoC・研究開発）を一体的に支援し、浜松生まれ・育ちのスタートアップの起業・成⾧を促進する。

支援項目
【進出】
「調査・探索」支援プログラ
ム

【定着】
「PoC・研究開発」支援プロ
グラム

概要 本市への進出のための調査や
連携先の探索を支援する。

事業成⾧を促進するための
「PoC・研究開発」にかかる
資金を交付する。

目的 市外の起業家候補に浜松市に
興味を持ってもらう。

本市での起業及び定着を促進
する。

支援内容

・ネットワークづくりの支援
・地域企業/機関の紹介
・採択者間の交流支援
・壁打ち支援

・交付金交付（1名最大500万
円）
・定期面談（月1回）

支援期間 6か月間 2年間
支援者数 10名程度 最大3名

（２）浜松市におけるスタートアップ施策の令和８年度の取り組み

4



● スタートアップ成⾧支援事業
（2023(令和5)年度～）
スタートアップ等に対し、事業成⾧のステージに応じ、育成プログラムや専門家の相談など
シームレスな支援を実施することにより、スタートアップの育成、成⾧の加速化を促進する。

（１）スタートアップ総合相談窓口の運営
・スタートアップ総合相談の実施（オンライン窓口あり）
・専門家による個別メンタリングの実施

（２）スタートアップ育成プログラム(伴走支援）
・スタートアップ等を対象に、ビジネスプランを募集し、優れたプラン

を持つ者を選抜。
・約半年間に渡りビジネスプランのブラッシュアップや、イノベーション

マインドを習得するインキュベーションプログラムを実施。
・インキュベーション 起業前後のスタートアップを資金調達に導く。

（３）ビジネスセミナーの実施
・育成プログラムの採択者向けセミナーや、本市のエコシステム醸成

に資するオープンセミナーを実施。

（２）浜松市におけるスタートアップ施策の令和８年度の取り組み

● 浜松地域スタートアップ連携促進事業
（2024(令和6)年度～）
課題を抱える浜松市各課や浜松市内企業とスタートアップの連携に繋がるマッチングプラットフォーム
「ハマハブ 」を運営し、両者の連携による課題の解決や市民サービスの向上、産業の振興を図る。

（１）「ハマハブ 」の運営

（２）連携プロジェクトへの補助金
・スタートアップの製品の導入等に対する補助

（補助率1/2・最大50万円）
・スタートアップと共同で実施する実証実験等

に対する補助（補助率1/2・最大400万円）

ハマハブ https://www.hamahub.com/

（２）浜松市におけるスタートアップ施策の令和８年度の取り組み
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地域企業

令和8年8月4日時点

２７社

行政課題

令和8年8月4日時点

２２件
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● 浜松・インド経済交流推進事業
スタートアップ関連事業 （2025(R7)～）
本市の産業と親和性のあるインドスタートアップ5社程度を招へいし、市内交流
イベントや産業視察等を実施。

（１）インドスタートアップ交流イベント開催
インドのスタートアップ、市内企業・スタートアップに
よるピッチ、インド経済等に関する講演、交流会等を実施

（２）インドスタートアップの市内への産業視察の実施
市内企業への訪問、産業施設見学等を実施

（３）「インドスタートアップ×市内企業」マッチング支援
インドVCと連携することで市内企業とインドスタートアップ
双方のニーズを収集し、マッチングを支援
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●市内スタートアップ海外展開支援事業（2026(R8)～）
本市の持つネットワークや既存の国際見本市を活かし、市内スタートアップに対する海
外連携・進出を支援する。

（1）海外現地でのイベント・セミナーの開催
国際見本市・展示会と連携し、本市及び市内企業（スタート

アップ・地域企業）をPRするイベントを海外現地で開催し、
本市のプレゼンスの向上、市内企業と海外企業との連携・進出
機会の創出・販路拡大を図る。

ア 本市紹介
イ 市内企業のピッチ・紹介
ウ ネットワーキング

（２）浜松市におけるスタートアップ施策の令和８年度の取り組み
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● ベンチャーデット活用事業 （2026(令和８)年度～）
スタートアップに対する地域の金融機関からのベンチャーデット（融資）を促進し、資金調達環境の活性化と成⾧の加速
化を図る。
本市が認定した金融機関の融資と同額を交付し、採択企業に対する資金使途のモニタリング及び成⾧支援を実施する。

要件
交付率 上限額

本店登記 市内従業員数 その他

市内 1人以上 ―

1/2
4,000万円

市外 3人以上 生産拠点等の
市内登記 3,000万円

●対象
以下のいずれかに該当し、本市に本社又は主たる生産拠点等
を持ち、浜松市が認定する金融機関の融資を受けるスタートアップ
・本市又は静岡県ファンドサポート事業の採択実績を有する者
・本市スタートアップ成⾧支援事業の採択実績を有する者
・静岡県認定ベンチャーキャピタルからの出資実績を有する者

●交付要件・交付上限額等
認定金融機関（全7者）

株式会社あいち銀行
株式会社静岡銀行
株式会社清水銀行

株式会社商工組合中央金庫
株式会社日本政策金融公庫

浜松磐田信用金庫
株式会社三菱UFJ銀行

（２）浜松市におけるスタートアップ施策の令和８年度の取り組み

（注）五十音順

● 浜松スタートアップ・エコシステムクラブ（2023(令和5)年度～）
浜松市のスタートアップ・エコシステムに関わるプレイヤーを包括するコミュニティを形成し、相互にコ
ミュニケーションが生まれる場を形成
各メンバーがイベント開催などの情報発信を専用のFacebookグループ内ですることで、メンバーのイベン
ト集客に貢献

（２）浜松市におけるスタートアップ施策の令和８年度の取り組み

8



● はままつ首都圏ビジネス情報センター（2016(平成28)年度～）
スタートアップをはじめとする首都圏企業に対し、本市情報の提供等を通じて本市への誘致活動を実施
＜はままつ首都圏ビジネス情報センター＞

●所在地 浜松市東京事務所内（東京都千代田区平河町）
●開館時間 午前8時45分～午後5時30分
●常駐職員 3名（職員2名、アドバイザー1名）

R7.10、本市スタートアップ施策にかかる首都圏での
活動拠点を、東日本旅客鉄道株式会社がTAKANAWA 
GATEWAY CITY内に開設した「LiSH」に、自治体と
して初めて入居。

（２）浜松市におけるスタートアップ施策の令和８年度の取り組み

● スタートアップ地域メンター （2023(令和5)年度～）
スタートアップの相談に応じる地域人材を「スタートアップ地域メンター」として委嘱し、スタートアップ
と地域を繋ぐ活動を行うことにより、スタートアップの地域定着と地域産業との協業を促進

氏名 肩書

池田 貴裕 パイフォトニクス株式会社代表取締役

杉浦 直樹 株式会社Wewill代表取締役税理士

鈴木 俊充 静岡大学イノベーション社会連携推進機構 産学連携推進部
門 コーディネータ特任教授

鈴木 正人 株式会社はままつ共創リエゾン奏 取締役プロデュース部
門⾧

瀧下 且元 独立行政法人中小企業基盤整備機構 中部本部 浜松イノベー
ションキューブ 中小企業アドバイザー（スタートアップ）

吹野 豪 リンクウィズ株式会社代表取締役
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● スタートアップ支援アドバイザー （2023(R1)年度～）
浜松市のスタートアップ・エコシステムの実現に向け、本市のスタートアップ支援政策を高度かつ戦略的に実施していく
ため、本市に対して、専門的立場から助言指導等を行う「浜松市スタートアップ支援アドバイザー」を設置

池野 文昭（いけの ふみあき）
Medical Director/Research Associate,
Experimental Interventional Laboratory Division of Cardiology,
Stanford University（医師）
MedVenture Partners株式会社 取締役チーフメディカルオフィサー

東 博暢（あずま ひろのぶ） ）
株式会社日本総合研究所 主席研究員

鮫島 正洋（さめじま まさひろ）
弁護士法人内田・鮫島法律事務所 代表パートナー（弁護士/弁理士）

西岡 恵子（にしおか けいこ） ）
一般社団法人フェムテック協会 顧問
株式会社cotree フェロー、株式会社KinTsugi 代表取締役
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